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 中学生になって３度目の３月を迎えました。いつの間にか、ツクシやヒメオドリコソウ

が顔を出して、毎年と同じように春がやってきたのですが、今年ばかりは世界の状況をは

じめ、学校を取り巻く環境も少し違うみたいです。新型コロナウイルスによる感染症が拡

大傾向の中、２月２８日の文部科学省からの通知を受けて、学校保健安全法第 20 条に基づ

き、市内全公立小・中学校が３月５日（木）から臨時休校となりました。 

これまで、予定してきた卒業までのカウントダウンが急きょ早められ、計画が中止にな

ったり、縮小したりと困惑している様子が、２月末から職員室だけでなく、ご家庭、子ど

もたち、そして地域や学校にかかわってくださる多くの方々にもうかがえました。このよ

うな状況ですが、やはり、子どもたちの健康・安全が第一と考え、この異例の通知も受け

止めなければなりません。臨時休業の詳細については、２月２８日付で配付しました市教

育員会からの保護者様向けの「新型コロナウイルス感染症に係る学校の臨時休業について」

ですでにお知らせしているところです。また、休業中の行動や家庭学習等については、学

年通信等でお知らせしていますので、あわせてご覧の上、ご家庭でもお子様にご指導くだ

さいますようお願いします。 
※ 学校は「臨時休校」ですが、政府、文部科学省、市教委からの文書同様、ここでは「臨時休業」としました。 

 

そんな中で、何とか卒業式だけはその規模を縮小しながら、当初の予定通りの３月６日

（月）に行います。そして、その日が思い出に残る一日になるように願っています。 

また、３月２５日（水）には、在校生の修了式も行なう予定です。 

  

今年の春はとくに駆け足でやってきました。３年生のみなさん、卒業おめでとう！ 

 保護者の皆さま、お子様のご卒業おめでとうございます。３年間、大切なお子様をお預

かりし、教職員一同、誠心誠意努力してまいりましたが、至らぬ点も多くあったことと思

います。それでも、いつも本校の教育に温かいご理解やご支援、ご協力をいただきました

ことを心よりお礼申し上げます。 

 

桜満開の４月、朝明中学校の門をくぐってから早いものでもう３年が経とうとしていま

す。卒業アルバムの終わりのページには、この３年間の国内をはじめ世界中の出来事が写

真とともに掲載されています。そういえばこんなこともあったと、ずいぶん前のように感

じることも、つい先日のように感じることもあります。「令和」という新しい時代に入っ

たのも昨年でした。ラグビーワールドカップの熱狂もわずか半年前のことです。この間、

３年生のみなさんは数多くの体験や様々な人との関わりを通して、心も体も大きく成長を

しました。勉強や運動に、学校行事や部活動に、仲間とともに汗を流したそれらのひとつ

ひとつの経験が、きっと大きな財産となることでしょう。 

この春、中学校を卒業する子どもたちが生まれたのは平成１６年と１７年、西暦になお

すと２００４年と２００５年です。ちょうど日本の人口がピークとなり、減少に転じたこ

の年に生まれた世代のみなさんが、これからの社会を動かす原動力となるはずです。 

あふれんばかりの希望を胸に、これからの道を歩んで行ってください。 



３年生奉仕作業 
 ２月２６日（水）学年末テスト昼から３年生による「奉仕作業」

が行われました。卒業を前に３年間お世話になった朝明中学校を

美しくしようと熱心に作業に取り組んでいました。「こ、こんな

ところまで・・・」と、驚くような細かいところまで、きれいにしてくれた３年生のみな

さん、本当にお疲れさまでした。 

 

みんなの力がひとつに 
 ２月２１日（金）四日市市文化会館において「第 33 回三泗小・

中学校特別支援学級学習発表会」が開催されました。朝明中学

校は午後の部のトップバッターとしてふさわしい立派なステー

ジ演奏を披露できました。当日

も緊張の中、午前中は学校で何

度もリハーサルを繰り返し、

徐々に息を合わせていきました。

みんなの力がひとつになった筝曲「八木節」・・・・・・・

静から動の激しいリズムへみんなが揃った箏の音色が、会

場の聴衆を魅了しました。  

また、作品展示も力作ぞろいでした。 
 

臨時休業中の生徒の行動について 
別に配付する文書や通信にもありますが、臨時休校中はあらためて以下の点にご注意く

ださい。また、急な変更やお知らせがある場合は「すぐメール」でお知らせします。学校

のホームページもご覧ください。 

（１） この臨時休業は新型コロナウィルス感染症拡大防止の措置であり、単なる春休みの

前倒しでないため、不特定多数の人が集まる所への外出は避け、基本的には自宅で

過ごす。 

（２） 規則正しい生活を送り、十分な睡眠と栄養バランスのとれた食事を心がける。 

（３） 手洗い・咳エチケット・マスク・うがい等の感染症対策を徹底する。 

（４） 発熱や風邪症状がみられる場合は、安静にし、十分な休養をとる。 

（５） 風邪症状や 37.5 度以上の発熱が 4 日以上続く、強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ

（呼吸困難）がある場合は、四日市保健所等の相談機関に相談する。 

※ その場合は、学校へも連絡をください。 

（６）休業期間中、家庭学習は各学年で指示があった内容を計画的に行う。 


